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柳津町子ども議会開催
２９日、２年生４名が柳津町

子ども議会に参加しました。実

際に町議会が開催される本会議

場での開催、また議会中は生徒

ではなく「○○議員」の呼称で

呼ばれるなど、実際の議会と同

様、厳粛で、緊張感のある議会

となりました。

議会は、生徒の一般質問に対

して町長さんや教育長さんが答

弁するという、通常の議会と同

じ形式でしたが、傍聴席に座る

本物の議員さんからは「非常に

わかりやすいことばで、また、

質問するだけでなく提案がある

ところが素晴らしい。」という

感想をいただきました。

新聞社の取材も入り、ライブ

画像が役場および支所のロビー

に中継されるという、大人でも

緊張するシチュエーションなが

ら、本校から質問に立った代表

の２名は堂々とした態度で責務

を果たすことができました。

中学生の意見は発想が新鮮

で、疑問点を素直に表現してい

ることから、すぐにでも実施に

移すことができるようなことも

あります。

ぜひ、柳津町のために、将来こ

の席に座って尽力する人材が育っ

て欲しいものだと思います。
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これからの学校の役割
次のような一文に出会いました。どのような感想をお持ちでし

ょうか？

従来、授業においては、子どもの「学び」より、授業の評価の主眼は

教師の「教え（教授）」にありました。いかに学習すべき内容を子どもた

ちにわかりやすく、効果的に、効率的に教えることができたか、です。

子どもたちは先生が「教える」内容を、しっかりと理解（暗記）するため

に、黒板に書かれた内容をノートに写し取りました。明治に近代学校制

度が始まって以来、ほぼ変わらない一斉学習による「教え」が脈々と現

在まで引き継がれてきました。学習すべき内容は先生が知っていて、

それを授けてもらう場所が学校でした。

しかし今や「第４次産業革命」といわれる時代のまっただ中を、子どもたち、そして私たちは生きていま

す。これまで先生が教えてくれた、先生しか知らなかった内容は全てインターネットで調べることができま

す。情報技術を使えば、学校に行かなくても、先生に教えてもらわなくても自分で学べる時代なのです。

「教える人」から「支援する人」へ。情報技術が発達した今は、子どもたち一人ひとりの「自己学習力」をし

っかり育て、「学び」をさらに深めていけるようにすることこそが先生の役割だと思います。これからは「教え

る」役目は機械が担ってくれる時代になるかもしれません。しかし「学び」を深めていくプロセスは学校でし

かできません。学校で、学級の仲間と「学び」あう楽しさ、難しさを体験しながらお互いを尊重し、デジタル技

術をあたりまえの基盤として新しい価値を創造していく。そんな「学び」が、今学校に求められているのだと

心の底から思っています。

実際には競争試験に勝つための「知識」が求められ、結果として得られる「学力」が重視される

現状がありますのでこのことのみが学校の仕事にはなり得ませんが、知識や情報元が限られていた

明治時代と現代の教育が同じであってよいはずがありません。

知識や技能を身に付けさせるとともに、ⅰ）「何を知っているか、何ができるか（個別の知識・

技能）」ⅱ）「知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等）」ⅲ）

「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）」を視点

に、今後の教育を考えていく必要があるのではないかと考えさせられました。

明日は教育を語る会
すでにご存じと思いますが、明日３日、町民センターに

おいて柳津町教育を語る会が開催されます。講師は「バカ

ヤンキーでも死ぬ気でやれば世界の名門大学で戦える」の

著者 鈴木 琢也 さんです。いわゆる「横道にそれた」

中高生時代を経て、世界の一流大学に進学した経歴の持ち

主です。ぜひ中学生にも聞かせたいとの考えから、参加し

やすい１４：００からの開催となっています。学校主催の

行事ではありませんが、またとない機会ですので本校生徒

にはぜひ参加させたいと思います。ご家庭のご協力をよろ

しくお願いいたします。


